
○事業概要（新規性、市場性等）
・介護老人保健施設や支援機関では、日常的に難聴者とのコミュニケーション確保に悩んでおり、潜
在する難聴者の発見と専門医への誘導が大きな課題である。難聴を自覚した人が、自発的に専門
医を訪問し、診断を受けて適切な補聴器使用等の処置を受けている例が少なく、潜在的には、多く
の難聴者がコミュニケーション不調のままで存在することが知られている。
・本聴覚チェッカーは、ハンディで親しみやすい形状を持ち、単一周波数で音量２種の切り替えと、聞
き間違えをしやすい発声単語を任意に選択して発声させ、介護者等が耳元に近付けて使用し、簡
単操作で容易に難聴者を発見できる。地元市の高齢福祉課の協力を得た実験では、介護予防の
学習教室に参加した高齢者の中に、日常会話の音量で両耳が聞こえない人が３９％、左右の耳が
それぞれに聞こえない人が２３％、合計６２％の難聴者を発見できた。類似の状況は国内に多いと
推定でき、多数の施設・病院等で、潜在する難聴者を早期に発見して専門医受診を促し、適切な
診断・処置と補聴器使用等が進むことで、難聴者のコミュニケーションの改善を実現することになる。

コア企業：（有）埼玉ライフシステム
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商品企画・開発・販売

事業名：音声発声機能付ポータブル聴覚チェッカーの開発と事業化
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事業分類 サービス テーマ分類 健康・福祉

連携体の構成事業推進体制

国際医療福祉大学病院
人間総合科学大学大学院

開発支援

（埼玉県上里町）
・事業統括
・商品の企画・開発
・販売

双葉通信機（株）
（埼玉県深谷市）

・製品設計
・製造
・品質管理

①補助金
②低利融資

設計・製造

支援予定メニュー

医療法人社団 満寿会
（埼玉県鶴ヶ島市）

・専門技術提供
・監修
・製品評価

監修・評価

（株）ナカネ

（財）本庄国際リサーチパーク
研究推進機構

埼玉りそな銀行
日本政策金融公庫

医療機器技術情報協会

販売支援

知財支援

技術指導

金融支援

年代別による「単語10個の復唱」の誤答率の推移
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